
 

COC 「 SCU まちの教室 」 公開講座 

南区の人口減少とその将来を考える 

 

 

■概 要： 2015 年に実施された最新の国勢調査の結果や 2013 年の将来人口推計、その結

果を GIS（地理情報システム）で地図化したものなどの資料を元に、南区の人口減

少とその将来について考えます。 

 

■講 師： 原 俊彦 （札幌市立大学 デザイン学部 教授）     

 

■対 象： 一般市民  

 

■日 時：2 月 19 日（金） 16：00 ～ 17：00 

 

■場 所：札幌市立大学 COC キャンパス まちの学校 

        （札幌市南区真駒内幸町２丁目２-２ まこまる内） 

 

■申 込 開 始 日：2 月 5 日（金） 

 

■定 員：40 名  

 

■受 講 料：無料 

 

■申 込 方 法：必要事項をご記入の上、下記≪お申込み先≫まで電話・FAX・E-mail で 

         お申込みください。 

≪必要事項≫ ①講座名  ②受講日  ③氏名  ④ご住所  ⑤電話番号  

講師：原 俊彦 
札幌市立大学デザイン学部 教授 
 
1953 年生まれ。早稲田大学政治経済学

部卒業後、独フライブルグ大学に留学、

社会学博士（Ph.D.）取得。1982 年（財）

エネルギー総合工学研究所（主任研究

員）1995 年 北海道東海大学国際文化

学部 教授を経て 2006 年より現職。 
日本人口学会 理事（会長）。 
研究活動：人口問題を中心に社会統計

分析、コンピュータシミレーション・

モデルの開発を行う。 
専門分野：人口社会学、家族社会学  
著書：「思想は一瞬」、「日本株式会社の

崩壊」、「縮減する社会−人口減退とその

帰結」（翻訳書）、「統計の世界－物の見

方・考え方・心構え」（教科書）など。 
 

 


